
別添２ 

ワークショップ・プログラム(実行版) 

 

10:00 ロシア側挨拶，日本側挨拶（各 5分：共同議長） 

10:10 オホーツク海洋物理化学の最近の成果 

（30 分：中村北海道大学低温科学研究所附属環オホーツク観測研究センター講師） 

10:40 同上 （30 分：ドルギー露科学アカデミー沿海地方支部副総裁） 

11:10 同上 （30 分：ボルコフ極東海洋気象研究所所長） 

11:40 オイル・スピルの実例（30 分：増田知床財団事務局長） 

12:10 アムール川問題に関する日露共同提案 

－提  案：30 分：白岩北海道大学低温科学研究所准教授 

－コメント：20 分：ボロノフ水・生態研究所所長 

 

13:00 コーヒー・ブレイク（60 分） 

 

14:00 日露共同調査のこれまでの成果と今後の課題及び方針 

    －日本側によるまとめ（30 分：村上知床博物館学芸係長） 

    －上記に対するコメント（計 30 分：バクラノフ太平洋地理学研究所所長，

チェレシュニョフ所長，ボロノフ所長，ボルコフ所長） 

15:00 知床世界自然遺産地域における保護管理の課題 

（30 分：村上知床博物館学芸係長） 

15:30 シホテ・アリン世界自然遺産地域における保護管理の課題 

（30 分：アスタフィエフ・シホテ・アリン国立自然保護区所長） 

16:00 （討論）両世界遺産地域の保護管理と情報交流について 

（60 分）（司会：白岩北大低温研准教授，バクラノフ所長） 

17:00 ワークショップの総括と閉会の辞（各 15 分：共同議長） 

 

17:30 共同記者会見（30 分） 


